
勝
田
竹
翁
筆
『
富
士
牧
狩
』
考

―
―
《
曽
我
物
語
》
研
究
序
説

宮

腰

直

人

一
、
問
題
の
所
在

『
曾
我
物
語
』
の
代
表
的
な
場
面
の
一
つ
に
富
士
の
巻
狩
の
場
面
が
あ

る
。
建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
、
源
頼
朝
が
主
催
し
た
巻
狩
の
機
会
に
乗
じ

て
、
曾
我
兄
弟
は
工
藤
祐
経
を
討
つ
と
い
う
積
年
の
願
い
を
遂
げ
る
。
巻
狩

を
め
ぐ
る
一
連
の
場
面
は
、
絵
画
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
く
描
か
れ
、
曾
我
兄
弟

の
敵
討
譚
の
視
覚
的
享
受
に
お
い
て
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
月

次
風
俗
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
土
佐
光
吉
筆
に
比
定
さ
れ
る

「
曾
我
物
語
図
屏
風
」（
渡
辺
美
術
館
蔵
）
な
ど
、
十
六
世
紀
に
は
、
富
士

の
巻
狩
は
、
曾
我
兄
弟
の
物
語
を
象
徴
す
る
場
面
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

近
世
前
期
に
活
躍
し
た
絵
師
・
勝
田
竹
翁
（
一
六
〇
〇
？
〜
八
七
以
前
没
）

が
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
制
作
し
た
『
富
士
巻
狩
』
は
、
右
の
富
士
の

巻
狩
の
イ
メ
ー
ジ
と
『
曾
我
物
語
』
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
絵

巻
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
で
は
十
二
巻
に
も
及
ぶ

曽
我
兄
弟
の
物
語
を
、
本
作
は
富
士
の
巻
狩
か
ら
語
り
起
し
、
敵
討
と
そ
の

顛
末
を
二
巻
の
絵
巻
に
仕
立
て
あ
げ
る
。
曾
我
兄
弟
の
物
語
を
絵
画
化
し
た

貴
重
な
作
例
な
が
ら
、
稲
葉
二
柄
氏
の
紹
介
以（

１
）降、
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
研

究
は
進
展
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、『
富
士
牧
狩
』
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
諸
伝
本
の
概
要
を
示

し
、
冒
頭
場
面
の
読
解
か
ら
、
曾
我
兄
弟
の
物
語
の
変
容
の
一
端
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
挿
絵
に
携
わ
っ
た
竹
翁
は
、
狩
野
長
信
に
師

事
し
、寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
徳
川
家
光
の
御
部
屋
絵
師
に
任
じ
ら
れ
、

後
に
家
綱
に
も
重
用
さ
れ
る
ほ
ど
の
絵
師
で
あ
っ（

２
）た。『
徳
川
實
紀
』「
厳
有

院
殿
御
實
紀
」
巻
十
九
・
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
正
月
八
日
条
に
は
、「
勝

田
隠
岐
丞
絵
百
人
一
首
一
帖
」
と
い
う
記
述
が
認
め
ら
れ
、『
富
士
牧
狩
』

を
描
い
た
時
期
に
家
綱
の
文
化
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
。
現
在
で
は
忘
却
さ
れ
た
に
等
し
い
絵
師
だ
が
、
狩
野
探
幽
と
同
時

期
に
活
躍
し
、
狩
野
派
の
画
業
の
一
翼
を
担
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

か
つ
て
、
江
戸
城
に
は
、
曽
我
兄
弟
の
弟
・
時
宗
の
十
番
切
を
壁
に
描
い

た
十
番
切
の
間
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
徳
川
實
紀
』「
台
徳
院
殿
御
實
紀
」
巻

四
十
三
・
元
和
二
年
〈
一
六
一
六
〉
九
月
十
五
日
条
）。
断
片
的
な
が
ら
、
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こ
う
し
た
言
説
を
視
野
に
い
れ
る
と
、『
富
士
牧
狩
』
の
考
察
は
、
近
世
武

家
社
会
に
と
っ
て
の
曽
我
兄
弟
の
物
語
と
は
何
か
と
い
う
興
味
深
い
問
い
に

繋
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

制
作
の
担
い
手
や
成
立
年
次
が
明
確
な
『
富
士
牧
狩
』
を
起
点
に
す
る
こ

と
で
、
近
世
の
曾
我
兄
弟
を
め
ぐ
る
多
様
な
言
説
の
諸
相
を
捉
え
る
手
が
か

り
を
得
た
い
。

な
お
、『
富
士
牧
狩
』
は
、「
曾
我
物
語
絵
巻
」
の
別
称
を
持
つ
。
本
稿
で

は
、『
曾
我
物
語
』
十
二
巻
を
絵
巻
や
絵
入
写
本
に
仕
立
て
た
作
品
群
と
区

別
す
る
た
め
、
便
宜
上
、
諸
本
に
共
通
す
る
内
題
「
富
士
牧
狩
」
を
書
名
と

し
て
採
用
し
、
論
述
を
進
め
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

二
、『
富
士
牧
狩
』
諸
本
点
描

ま
ず
は
、
勝
田
竹
翁
筆
『
富
士
牧
狩
』
の
主
要
伝
本
と
概
要
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。
稲
葉
氏
の
論
考
を
ふ
ま
え
、
以
降
、
管
見
に
及
ん
だ
伝
本
を
簡
略

に
掲
出
す
る
。
影
印
や
翻
刻
が
あ
る
場
合
は
《

》
に
情
報
を
記
載
し
た
。

①
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
本

二
巻

濃
彩

万
治
三
年（
一
六
六
〇
）写

《『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
調
査
図
録
』
第
二
次
調
査
》

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

二
巻

濃
彩

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
写

《
日
本
の
古
典
１７
『
義
経
記

曽
我
物
語
ほ
か
』
に
挿
絵
一
部
掲
載
》

③
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

二
巻

淡
彩

近
世
後
期
写

《
稲
葉
二
柄
論
文
に
翻
刻
》

④
神
宮
文
庫
蔵
本

二
巻

詞
書
な
し

淡
彩

《
日
本
の
古
典
１７
『
義
経
記

曽
我
物
語
ほ
か
』
に
挿
絵
一
部
掲
載
》

⑤
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
蔵
本

三
巻

白
描

⑥
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
本

写
本
二
冊

詞
書
の
み

《
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
》

①
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ビ
ゲ
ロ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
る
。
奥

書
に
は
、「
万
治
庚
子
秋
日

勝
田
陽
渓
画
之
」
と
あ
る
。
陽
渓
は
竹
翁
の

別
号
。
奥
書
に
は
、
朱
文
方
印
「
翠
菴
之
印
」
も
捺
さ
れ
る
。
筆
致
か
ら
も

勝
田
竹
翁
作
と
認
め
ら
れ（

３
）る。
本
文
、
挿
絵
二
十
図
と
も
、
②
か
ら
⑤
の
伝

本
に
一
致
し
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
原
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
部
カ
ラ

ー
の
画
像
が
同
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
の
状

態
は
良
好
だ
が
、
詞
書
に
は
補
修
及
び
補
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
（
後
述
）。
本
作
は
、
稲
葉
氏
の
論
考
の
時
点
で
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
伝

本
で
、
こ
の
絵
巻
の
発
見
に
よ
っ
て
、『
富
士
巻
狩
』
は
、
勝
田
竹
翁
の
初

期
の
代
表
作
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

②
か
ら
④
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
稲
葉
氏
の
論
考
に
解
題
が
載
る
。
②

は
、
丹
鶴
叢
書
刊
行
に
際
し
て
集
め
ら
れ
た
絵
巻
の
内
の
一
点
で
あ
る
。
奥

書
か
ら
丹
鶴
叢
書
に
尽
力
し
た
山
田
常
典
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

（
４
）る。
近
世
後
期
の
作
だ
が
、
濃
彩
で
描
か
れ
た
優
品
で
あ
る
。
た
だ
し
、
錯

簡
が
あ
り
、
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
。
③
と
④
は
、
そ
れ
ぞ
れ
模
本
で
、
稲

葉
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
木
挽
町
狩
野
家
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
。

詞
書
の
部
分
に
数
か
所
空
白
が
あ
り
、
こ
れ
は
①
の
詞
書
に
補
修
及
び
補
筆

箇
所
と
一
致
す
る
。
③
は
原
本
な
い
し
、
①
に
基
づ
い
た
伝
本
を
模
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
後
者
は
伝
来
未
詳
で
、
詞
書
は
な
く
、
挿
絵
の
み
を
二
巻

仕
立
て
に
し
た
伝
本
で
あ
る
。

⑤
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
い
伝
本
で
、
原
本
で
は
二
巻
仕
立
て

で
あ
っ
た
の
を
三
巻
に
分
け
て
模
写
さ
れ
て
い（

５
）る。
挿
絵
は
白
描
で
、
場
面

各
所
に
彩
色
の
注
記
が
あ
る
。
こ
の
伝
本
で
注
目
す
べ
き
は
、
詞
書
に
書
写
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の
際
に
も
と
の
絵
巻
に
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
欠
損
部
分
を
そ
の
ま
ま
空
白
に

し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
稲
葉
氏
の
翻
刻
と
対
照
す
る
と
、
こ
の
空
白
部
分

は
③
と
ほ
ぼ
同
じ
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の
伝
本
も
①
や
③
と

同
系
統
の
絵
巻
を
書
写
し
た
模
本
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

⑥
は
、
挿
絵
な
し
の
詞
書
の
み
の
写
本
で
あ
る
。
書
写
年
次
未
詳
。
上
下

二
冊
は
そ
の
ま
ま
③
の
巻
立
と
一
致
し
、詞
書
の
用
字
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

本
来
挿
絵
が
あ
る
箇
所
で
、
段
落
を
あ
ら
た
め
て
お
り
、
絵
巻
の
詞
書
を
意

図
的
に
書
写
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
写
本
で
は
、
①
の
補
訂
部
分
、
③

と
⑤
の
伝
本
に
あ
っ
た
詞
書
欠
損
部
分
を
同
様
に
「
紙
す
れ
也
。
ふ
る
本
の

侭
」
と
注
し
、
そ
の
箇
所
の
本
文
を
記
し
て
い
な
い
。「
ふ
る
本
」
が
一
体

ど
の
伝
本
を
指
す
か
は
未
詳
だ
が
、「
紙
す
れ
也
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
こ

の
写
本
の
筆
者
は
原
本
で
あ
る
①
を
実
見
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
主
要
伝
本
を
概
観
し
て
き（

６
）た。
②
や
⑤
に
錯
簡
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
内
容
と
し
て
は
本
文
、
挿
絵
と
も
基
本
的
に
は
原
本
と
目
さ
れ
る
①

に
忠
実
で
あ
り
、
書
写
の
過
程
で
大
き
な
異
同
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

な
お
、
右
の
伝
本
の
う
ち
、
④
は
、
詞
書
を
欠
き
、
挿
絵
の
み
の
伝
本
で

あ
る
。こ
う
し
た
挿
絵
の
み
の
伝
本
の
発
生
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
は
、

松
平
定
信
が
編
纂
し
た
『
古
画
類
聚
』（
寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
〉）
に
こ
の

絵
巻
の
挿
絵
が
部
分
的
に
採
ら
れ
て
い
る
点
で
あ（

７
）る。
松
浦
静
山
『
甲
子
夜

話
』
続
編
巻
十
六
に
は
、
狩
野
養
川
院
か
ら
の
聞
き
書
き
と
し
て
、
竹
翁
が

「
御
側
絵
師
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
近
世
後
期
に
な
っ
て
も
竹
翁
の
絵

が
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ（

８
）る。
②
が
丹
鶴
叢
書
の
題
材
と
し
て
収

集
さ
れ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
、『
富
士
牧
狩
』
の
受
容
が
近
世
後
期
の
知
識
の

体
系
化
の
一
端
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

次
に
、『
富
士
牧
狩
』
の
梗
概
を
示
し
て
お
こ
う
。
便
宜
上
、
Ａ
か
ら
Ｋ

に
区
分
し
た
。

Ａ

建
久
四
年
五
月
、
源
頼
朝
が
富
士
の
巻
狩
を
開
催
す
る
。
こ
の
牧

狩
で
頼
家
が
初
め
て
鹿
を
射
止
め
る
。
一
同
、
矢
口
の
祭
に
よ
っ
て
狩

り
の
成
功
を
祝
う
。
続
い
て
新
田
四
郎
忠
常
が
猪
を
仕
留
め
る
。
そ
の

後
、
今
度
は
工
藤
景
光
が
大
鹿
を
射
る
こ
と
に
失
敗
す
る
。

Ｂ

こ
こ
に
河
津
の
三
郎
の
子
、
曾
我
十
郎
祐
成
と
五
郎
時
宗
が
巻
狩

の
機
会
に
乗
じ
て
敵
・
工
藤
祐
経
を
討
つ
べ
く
潜
入
す
る
。
祐
成
と
時

宗
、
敵
討
の
決
行
を
前
に
、
母
親
や
大
磯
の
虎
、
箱
根
の
別
当
へ
手
紙

を
書
く
。
鬼
王
と
道
三
郎
に
形
見
の
品
を
託
し
、
別
れ
を
告
げ
る
。

Ｃ

建
久
四
年
五
月
二
十
八
日
夜
半
、
祐
経
と
時
宗
は
本
多
の
次
郎
親

経
の
案
内
で
祐
経
の
寝
所
に
入
り
、
敵
討
を
果
す
。

Ｄ

宿
願
を
遂
げ
た
祐
成
・
時
宗
は
名
乗
り
を
上
げ
る
。
曾
我
兄
弟
は

吉
香
小
次
良
や
愛
甲
三
良
季
隆
を
切
り
捨
て
る
。
そ
の
後
、
久
慈
の
弥

太
郎
兄
弟
や
岡
部
の
弥
三
郎
が
駆
け
つ
け
る
。
高
名
を
挙
げ
よ
う
と
意

気
込
む
久
慈
は
、
時
宗
に
退
け
ら
れ
、
常
陸
国
へ
と
逃
げ
、
笑
い
者
と

な
る
。

Ｅ

さ
ら
に
海
野
小
次
郎
ら
も
曾
我
兄
弟
を
討
た
ん
と
駆
け
つ
け
る
。

祐
成
と
時
宗
も
応
戦
す
る
が
傷
を
追
う
。
祐
成
は
、
遂
に
新
田
四
郎
忠

常
に
討
た
れ
る
。

Ｆ

残
さ
れ
た
時
宗
は
、
遊
君
に
変
装
し
た
大
力
の
五
郎
丸
に
組
み
止

め
ら
れ
る
。
周
囲
の
者
の
加
勢
も
あ
り
、
時
宗
は
捕
ら
わ
れ
る
。

Ｇ

捕
ら
わ
れ
た
時
宗
は
頼
朝
の
前
に
引
き
出
さ
れ
、審
問
を
受
け
る
。

頼
朝
の
ま
わ
り
に
は
、
北
条
時
政
以
下
、
畠
山
次
郎
重
忠
な
ど
数
々
の

武
士
が
配
さ
れ
た
。
時
宗
は
伊
藤
家
の
所
領
を
め
ぐ
る
諍
い
や
祐
経
へ
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の
恨
み
や
母
親
へ
の
思
い
を
述
べ
る
。
そ
こ
に
傷
を
負
っ
た
新
田
が
祐

成
の
首
を
持
参
す
る
と
、
時
宗
は
と
も
よ
り
、
近
習
の
人
び
と
も
涙
を

流
し
た
。

Ｈ

鎮
西
中
太
が
時
宗
の
成
敗
を
任
さ
れ
、
一
同
移
動
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
祐
経
の
子
・
犬
房
丸
が
あ
ら
わ
れ
る
。
祐
経
の
敵
を
討
た
ん

と
す
る
犬
房
丸
だ
が
警
護
の
者
に
と
ど
め
ら
れ
る
。
時
宗
は
犬
房
丸
に

声
を
か
け
、
一
同
処
刑
場
へ
と
む
か
う
。

Ｉ

頼
朝
と
北
条
時
政
や
畠
山
重
忠
、
和
田
義
盛
ら
、
時
宗
の
処
遇
で

意
見
を
交
わ
す
。
時
政
と
重
忠
の
擁
護
に
頼
朝
心
を
動
か
さ
れ
、
時
宗

は
死
罪
を
免
れ
る
。

Ｊ

頼
朝
の
決
定
は
告
げ
る
使
者
が
時
宗
の
も
と
に
到
着
し
、
陸
奥
国

へ
の
配
流
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
警
護
の
武
士
や
見
物
の
人
び
と

も
時
宗
の
罪
が
減
ら
さ
れ
た
こ
と
に
喜
ぶ
。
だ
が
、
時
宗
は
祐
成
と
の

兄
弟
の
絆
を
語
り
、
再
三
死
刑
を
求
め
た
。
祐
成
を
慕
っ
て
死
を
望
ん

だ
時
宗
の
振
る
舞
い
は
、
人
び
と
の
涙
を
誘
っ
た
。

Ｋ

祐
成
、
時
宗
は
と
も
に
曽
我
二
所
権
現
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
神
職
社
僧
に
よ
っ
て
五
月
二
十
八
日
を
恵
日
と
定
め
ら
れ
、
近
国

他
国
の
人
び
と
信
仰
を
集
め
た
。

上
巻
は
、
Ａ
富
士
の
巻
狩
の
場
面
を
起
点
に
し
て
、
Ｄ
曾
我
兄
弟
に
よ

る
敵
討
遂
行
、
名
乗
り
を
あ
げ
る
ま
で
を
描
く
。
下
巻
は
、
Ｅ
新
田
四
郎

に
祐
成
が
討
た
れ
、
時
宗
も
捕
ら
わ
れ
て
、
死
罪
に
な
り
、
Ｋ
二
人
が
祀

ら
れ
る
ま
で
を
描
く
。
兄
弟
が
敵
討
を
果
す
前
提
と
な
る
艱
難
辛
苦
へ
言
及

が
な
く
、
そ
の
顛
末
が
語
ら
れ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
頼
朝
の
審
問
や
時
宗

の
死
刑
に
力
点
が
置
か
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
Ａ
か
ら
Ｋ
の

展
開
は
、
い
ず
れ
も
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
を
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
す

で
に
稲
葉
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い（

９
）る。
稲
葉
氏
は
、
Ａ
や
Ｃ
、
Ｄ
や

Ｇ
が
『
吾
妻
鏡
』
に
拠
り
、
加
え
て
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
や
舞
曲
『
夜

討
曾
我
』『
十
番
切
』
の
表
現
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。

先
行
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
を
確
認
し
た
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ａ
や

Ｄ
Ｇ
に
お
い
て
線
を
引
い
た
箇
所
に
顕
著
に
う
か
が
わ
れ
る
『
吾
妻
鏡
』

の
活
用
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
や
舞
曲
と
史
書

『
吾
妻
鏡
』
と
は
、
言
説
の
質
が
異
な
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
曾
我
兄
弟
の
物
語

を
新
た
に
構
成
す
る
に
際
し
て
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
だ
け
で
は
な
く
、

『
吾
妻
鏡
』
が
活
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
周
知
の
如
く
『
吾
妻
鏡
』
は
慶

長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
、
徳
川
家
康
の
命
で
い
ち
早
く
活
字
化
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
は
、
儒
学
者
・
菅
聊
卜
が
訓
読
を
付

し
た
整
版
本
が
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
寛
文
八
年
（
一
六
八
八
）
に
は
徳
川
家

綱
の
命
で
平
仮
名
本
が
出
版
さ
れ
る
に
至
る
。
江
戸
幕
府
の
思
想
を
支
え
る

テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ（

１０
）る。
そ
の
重
要
性
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

『
富
士
牧
狩
』
に
お
け
る
『
吾
妻
鏡
』
活
用
の
様
相
を
問
う
こ
と
が
次
の
課

題
に
な
っ
て
く
る
。
以
下
で
は
、
Ａ
の
場
面
に
着
目
し
て
検
討
し
て
み
た

い
。

三
、
富
士
の
巻
狩
の
変
容
―
『
吾
妻
鏡
』
の
活
用
か
ら

『
富
士
牧
狩
』
は
、
曾
我
兄
弟
の
敵
討
譚
を
右
大
将
家
、
す
な
わ
ち
、
頼

朝
と
頼
家
の
一
門
か
ら
語
り
起
す
。
以
下
に
、
冒
頭
部
の
詞
書
を
掲
げ
て
お

こ
う
。源

二
位
右
大
将
家
、
文
を
以
は
万
機
の
政
を
た
す
け
、
武
を
以
は
四
夷

の
乱
を
治
め
、
仁
恵
日
々
あ
ま
ね
く
恩
沢
月
々
に
う
る
を
ひ
、
君
臣
合
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体
し
国
家
豊
饒
な
り
。
建
久
四
年
の
夏
、
信
濃
の
国
三
原
野
よ
り
下
野

国
奈
須
野
藍
沢
の
原
の
御
狩
り
あ
り
。そ
れ
よ
り
富
士
野
に
越
え
給
ふ
。

こ
れ
国
の
興
廃
、
民
の
栄
衰
を
も
自
鑒
監
の
た
め
ぞ
と
聞
え
し
。
御
供

に
は
、
江
間
の
小
四
郎
、（
以
下
略
）

線
を
付
し
た
「
文
を
以
は
万
機
の
政
を
た
す
け
―
」
の
文
言
は
、
文
武
二

道
の
理
念
を
説
く
一
節
で
、『
平
治
物
語
』
上
巻
の
冒
頭
に
同
様
の
文
言
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
文
武
二
道
と
と
も
に
「
万
機
の
政
」
に
言
及
す
る
例

は
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
巻
一
の
冒
頭
に
も
認
め
ら
れ
る
。
続
く
、「
君

臣
合
体
」
に
よ
る
「
国
家
豊
饒
」
は
、
古
活
字
版
『
保
元
物
語
』
の
序
に
類

例
が
見
え
、
易
経
の
言
と
し
て
「
君
臣
合
体
す
る
と
き
は
、
四
海
太
平
に
し

て
、
凶
賊
お
こ
る
事
な
し
」
が
ひ
か
れ
る
。『
富
士
牧
狩
』
の
冒
頭
も
、
こ

れ
ら
の
事
例
に
同
じ
く
武
家
の
物
語
の
定
型
と
し
て
、
頼
朝
や
頼
家
に
よ
る

文
武
両
道
の
理
念
を
説
い
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
文
脈
を
受
け

て
頼
朝
に
よ
る
巻
狩
は
、
為
政
者
の
理
念
を
あ
ら
わ
す
営
為
と
し
て
称
揚
さ

れ
る
こ
と
に
な（

１１
）る。

続
い
て
、『
富
士
牧
狩
』
で
は
、
富
士
の
巻
狩
に
参
集
す
る
「
江
間
の
小

四
郎
」
以
下
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
、
人
名
の
列
挙
か
ら
『
吾
妻
鏡
』
の
活
用

が
認
め
ら
れ
る
。
最
も
顕
著
に
『
吾
妻
鏡
』
へ
の
依
拠
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
は
、
頼
家
の
狩
猟
の
く
だ
り
で
あ
る
。

御
家
督
の
若
君
一
万
君
〈
後
号
頼
家
公
〉
十
二
歳
は
じ
め
て
鹿
を
射
と

ど
め
給
ふ
。
愛
甲
の
三
郎
季
隆
急
ぎ
馬
よ
り
飛
び
お
り
勢
子
に
か
か
せ

御
前
に
参
ず
。
御
感
な
の
め
な
ら
ず
。
大
名
小
名
を
の
を
の
賀
し
奉
ら

ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
御
感
の
あ
ま
り
そ
の
日
の
御
狩
り
を
と
ど
め
、

矢
口
の
祭
あ
り
。
江
間
よ
し
時
矢
口
の
餅
を
献
ぜ
ら
る
る
。〈
此
餅
三

色
也
。
折
敷
一
枚
に
九
つ
置
。
黒
色
の
餅
三
、
左
の
方
、
赤
き
色
の
餅

三
、
中
。
白
色
右
の
方
に
す
ゆ
る
。
其
の
長
さ
八
寸
、
広
さ
三
寸
。
厚

さ
一
寸
也
。
折
敷
三
枚
に
ぞ
を
す
ゆ
る
〉
を
の
を
の
か
く
の
如
き
を
笹

原
の
上
に
行
縢
を
敷
、
御
二
所
の
御
座
を
か
ま
ふ
。

頼
家
が
十
二
歳
で
鹿
を
射
る
こ
と
に
成
功
し
、
頼
朝
は
喜
ん
で
矢
口
の
祭

を
行
う
。
矢
口
の
祭
と
は
、
山
の
神
に
三
色
の
餅
を
備
え
、
饗
宴
を
す
る
こ

と
を
い
う
。
こ
の
後
、
頼
家
の
功
を
喜
ぶ
頼
朝
と
、
そ
れ
に
反
す
る
態
度
を

と
る
政
子
の
対
比
、
新
田
四
郎
の
猪
狩
の
成
功
と
工
藤
景
光
の
鹿
狩
の
失
敗

と
い
う
山
の
神
に
ま
つ
わ
る
話
題
が
続
く
。
ま
ず
、
右
の
場
面
を
『
吾
妻
鏡
』

の
記
事
と
比
較
し
て
お
こ
う
。
頼
家
の
狩
猟
の
叙
述
は
、
建
久
四
年
（
一
一

九
三
）
五
月
十
六
日
条
の
記
事
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。

将
軍
家
督
若
君
始
令
レ

射
レ

鹿
給
候
。
愛
甲
三
郎
季
隆
本
自
存
物
達
二

故

実
一

之
上
。
折
節
候
二

近
一々

殊
勝
追
合
間
。
忽
有
二

此
飲
羽
一

云
々
。（
中

略
）
此
後
被
レ

止
二

今
日
御
狩
一

訖
。
属
レ

晩
。
於
二

其
所
一

被
レ

祭
二

山
神

矢
口
等
一。
江
間
殿
令
レ

献
レ

餅
給
。
此
餅
三
色
也
。
折
敷
一
枚
九
置
之
。

以
二

黒
色
餅
三
一

置
二

左
方
一。
以
二

赤
色
三
一

置
レ

中
。
以
二

白
色
三
一

居
二

右

方
一。
其
長
八
寸
。
広
三
寸
。
厚
一
寸
也
。
以
上
三
枚
折
敷
如
レ

此
被
二

調

進
一

之
。
狩
野
介
進
二

勢
子
餅
一。
将
軍
家
并
若
公
敷
二

御
行
縢
於
篠
上
一

令
レ

座
給
。

（
国
史
大
系
）

詳
細
に
記
述
に
さ
れ
る
三
色
餅
の
箇
所
も
含
め
、『
富
士
牧
狩
』
が
ほ
ぼ

忠
実
に
『
吾
妻
鏡
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
矢
口
の
祭
が
重
要

な
神
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に
小
笠
原
流
の
伝
書
に
も
み（

１２
）え、
武
家
社
会

の
故
実
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
う
が
わ
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
で
は
、

こ
の
後
、
三
色
の
餅
の
儀
礼
が
さ
ら
に
詳
述
さ
れ
、
曾
我
祐
信
の
失
態
を
記

す
。『
富
士
牧
狩
』
は
そ
う
し
た
部
分
は
採
ら
ず
、
頼
家
の
狩
り
の
成
功
を

祝
福
す
る
場
面
の
み
を
採
用
す
る
。
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『
富
士
牧
狩
』
で
は
、
右
大
将
家
の
文
武
二
道
の
理
念
を
提
示
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
重
要
な
神
事
で
あ
る
矢
口
の
祭
の
儀
礼
に
も
言
及
す
る
。
こ

の
叙
述
は
、『
曾
我
物
語
』
や
舞
曲
の
曾
我
物
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
絵
巻

が
あ
く
ま
で
頼
朝
や
頼
家
の
統
治
下
で
、
曾
我
兄
弟
の
敵
討
を
叙
述
す
る
志

向
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
と
り
わ
け
、
頼
家
の
狩
り
の
成
功
を

取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
富
士
牧
狩
』
は
、
曾
我
兄
弟
の
敵
討
譚
に

新
た
に
右
大
将
家
へ
の
予
祝
の
一
面
を
付
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
『
富
士
牧
狩
』
で
は
、
新
田
四
郎
忠
常
が
猪
を
仕
留
め
る
場
面
が
続

く
。

爰
に
幾
年
ふ
る
と
も
な
き
猪
の
し
し
、
身
に
は
ふ
し
草
ひ
し
と
生
、
し

し
矢
あ
ま
た
を
ひ
、
勢
子
を
や
ぶ
つ
て
落
行
。
新
田
四
郎
忠
常
を
つ
か

か
り
、
ひ
や
う
と
射
る
。
あ
た
る
と
等
し
く
と
つ
て
か
へ
す
。
二
の
矢

を
つ
く
間
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
弓
を
捨
て
太
刀
を
抜
く
間
も
あ
ら
ず
つ
つ

と
入
り
、
人
馬
と
も
に
か
い
す
く
つ
て
二
丈
ば
か
り
投
げ
あ
げ
、
落
は

か
け
ん
と
、
牙
を
鳴
ら
し
、
身
を
ふ
る
つ
て
待
か
け
た
り
。
忠
常
手
早

き
男
に
て
、
太
刀
を
捨
、
中
に
て
刀
を
抜
き
、
を
つ
さ
ま
に
ぞ
乗
り
に

け
る
。（
後
略
）

新
田
四
郎
に
よ
る
猪
狩
り
が
、
富
士
の
巻
狩
随
一
の
要
所
で
あ
り
、
曽
我

兄
弟
の
横
死
の
伏
線
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
、
真
名
本
『
曾
我
物
語
』
や

仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
の
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ（

１３
）る。
右
の
箇
所
は
仮
名
本

の
表
現
に
拠
る
こ
と
は
稲
葉
氏
の
指
摘
が
あ（

１４
）る。『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
こ
の

く
だ
り
は
な
く
、
新
田
の
活
躍
を
挿
入
し
た
の
は
、『
富
士
牧
狩
』
の
工
夫

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
巻
八
で
は
大
猪
を
「
山
の

神
」
と
し
て
お
り
、『
富
士
牧
狩
』
は
、
矢
口
の
祭
と
、
景
光
の
鹿
狩
の
失

敗
の
間
に
、
新
田
の
活
躍
を
位
置
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。
後
続
の
工
藤
景
光

の
鹿
狩
の
失
敗
の
記
述
は
、『
吾
妻
鏡
』
五
月
二
十
七
日
条
に
確
認
で
き
る
。

矢
口
の
祭
と
、
景
光
の
鹿
狩
の
失
敗
、
い
ず
れ
も
山
の
神
に
関
わ
る
場
面
で

あ
る
。仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
巻
八
で
は
大
猪
を
「
山
の
神
」
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
場
面
が
一
貫
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

新
田
が
大
猪
を
乗
り
こ
な
し
、
仕
留
め
る
場
面
は
、「
月
次
風
俗
図
屏
風
」

以
下
、
曾
我
兄
弟
を
主
題
と
す
る
屏
風
絵
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
描
か
れ
て

き
た
説
話
モ
チ
ー
フ
で
あ（

１５
）る。
富
士
の
巻
狩
を
画
題
と
す
る
屏
風
が
求
め
ら

れ
た
背
景
に
は
、『
曾
我
物
語
』
の
享
受
だ
け
で
は
な
く
、
語
ら
れ
演
じ
ら

れ
た
曾
我
兄
弟
の
物
語
も
想
定
さ
れ
て
よ
い
。
事
実
、
幸
若
舞
を
愛
好
し
た

松
平
家
忠
の
日
記
『
家
忠
日
記
』
天
正
八
年
（
一
五
八
二
）
八
月
七
日
条
に

は
『
信
田
』
や
『
堀
川
夜
討
』
に
な
ら
ん
で
「
ま
き
が
り
」
な
る
曲
の
上
演

も
認
め
ら
れ（

１６
）る。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
舞
曲
『
夜
討
曾
我
』
の
本
文

に
は
新
田
四
郎
の
活
躍
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、舞
の
本
『
夜
討
曾
我
』（
寛

永
頃
刊
）
や
絵
入
写
本
の
『
夜
討
曾
我
』
の
挿
絵
に
は
、
猪
に
ま
た
が
る
新

田
の
姿
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
舞
の
本
の
挿
絵
を
掲
出
し
て
お

く
（
図
）。

『
富
士
牧
狩
』
が
新
田
の
活
躍
を
組
み
入
れ
、
そ
れ
を
挿
絵
に
し
た
背
景

に
は
、『
曾
我
物
語
』
の
本
文
引
用
に
加
え
て
、
舞
曲
の
挿
絵
を
も
含
め
た

曾
我
兄
弟
の
物
語
の
新
た
な
展
開
が
確
認
で
き
る
。富
士
の
巻
狩
と
い
え
ば
、

新
田
に
よ
る
猪
狩
の
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
絵
画
化
の
局

面
で
は
、『
曾
我
物
語
』
と
舞
曲
の
曾
我
物
と
は
、
相
互
に
影
響
を
与
え
合
っ

（
１７
）て、
新
た
な
物
語
を
生
み
だ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
富
士
牧
狩
』
の

成
立
も
あ
わ
せ
、
こ
う
し
た
事
象
を
単
に
書
物
制
作
の
意
図
や
傾
向
と
し
て

の
み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
読
者
の
認
識
や
価
値
観
を
も
含
み
こ
ん
だ
近
世

前
期
の
曾
我
兄
弟
の
物
語
受
容
の
諸
相
の
一
つ
と
し
て
理
解
す
る
必
要
性
を
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強
調
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、『
吾
妻
鏡
』
の
叙
述
と
『
曾
我
物
語
』
を
組
み
合
わ
せ
る
手

法
は
、『
富
士
牧
狩
』
に
の
み
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
近
世
を
通
じ
て

影
響
力
を
も
っ
た
『
本
朝
通
鑑
』（
寛
文
十
年
〈
一
六
七
〇
〉
刊
）
巻
四
十

三
や
近
世
の
軍
記
作
者
・
馬
場
信
意
の
著
作
『
曽
我
物
語
評
判
』（
正
徳
五

年
〈
一
七
一
五
〉
刊
）
に
も
見（

１８
）え、
近
世
の
曾
我
兄
弟
の
敵
討
譚
の
言
説
の

一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
諸
言
説
を
視
野
に
お
さ
め
る
と
、

『
富
士
牧
狩
』
は
、『
吾
妻
鏡
』
を
も
含
み
こ
ん
だ
近
世
の
曾
我
兄
弟
の
物

語
の
ご
く
早
い
事
例
と

し
て
定
位
で
き
る
。
特

に
前
者
は
、
手
法
の
共

有
だ
け
で
は
な
く
、
勝

田
竹
翁
を
め
ぐ
る
文
化

環
境
と
も
関
わ
る
。
最

後
に
『
本
朝
通
鑑
』
の

事
例
か
ら
『
富
士
牧

狩
』
の
成
立
を
探
る
た

め
の
手
が
か
り
を
探
っ

て
み
た
い
。

四
、『
本
朝
通
鑑
』
の
曾
我
兄
弟
関
連
記
事
を
め
ぐ
っ
て

勝
田
竹
翁
の
活
動
は
、
徳
川
将
軍
と
の
接
点
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い（

１９
）る。

だ
が
、
そ
の
根
幹
に
は
、
林
羅
山
・
林
鵞
峰
ら
林
家
と
の
文
化
交
流
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
竹
翁
と
林
家
と
の
関
わ
り
は
、『
三
芳
天
神
縁
起
絵
巻
』

の
制
作
に
よ
っ
て
確
認
で
き（

２０
）る。
本
作
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
松
平

信
綱
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
が
、
そ
の
詞
書
を
羅
山
、
挿
絵
を
竹
翁
が
担
当

し
て
い
る
。
ま
た
、
林
鵞
峰
の
日
記
『
国
史
館
日
録
』
に
は
、
寛
文
五
年
十

月
朔
日
条
を
初
見
と
し
て
林
家
と
そ
の
門
人
に
交
じ
っ
て
、
勝
田
竹
翁
と
そ

の
子
・
貞
寛
の
記
事
が
散
見
す（

２１
）る。
竹
翁
が
屏
風
や
肖
像
画
、
詩
仙
図
な
ど

を
林
家
の
求
め
に
応
じ
て
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
、
興
味

深
い
記
事
が
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
正
月
二
十
三
日
条
に
あ
る
。

今
日
、
春
庵
持
春
信
画
像
来
、
是
自
去
秋
以
春
澤
・
春
庵
為
价
、
令
画

工
勝
田
陽
渓
図
之
、

（
史
料
纂
集
）

前
年
に
没
し
た
息
子
・
春
信
の
肖
像
画
を
竹
翁
が
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
亡
き
息
子
の
肖
像
を
任
せ
て
い
る
点
で
鵞
峰
の
竹
翁
へ
の
信
頼
を
示
す

記
事
と
み
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
竹
翁
も
属
し
た
林
家
の
文
化
活
動
の
な
か
に
、
曾
我
兄
弟
に
関
す

る
事
柄
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。『
国
史
館
日
録
』
寛
文

七
年
十
一
月
十
六
日
条
に
は
、「
十
六
日
、
早
朝
、
見
春
常
詠
曾
我
昆
弟
古

詩
、
懇
加
批
語
、
句
意
共
気
絶
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鵞
峰
の
息

子
・
春
常
（
後
に
林
鳳
岡
）
が
曾
我
兄
弟
に
関
す
る
詩
を
作
り
、
そ
れ
を
鵞

峰
が
見
た
と
い
う
。
他
に
も
林
家
で
曾
我
兄
弟
を
題
材
と
す
る
漢
詩
文
は
、

狩
野
常
信
筆
「
諸
葛
孔
明
・
曾
我
兄
弟
・
楠
公
訣
図
」（
仙
台
・
伊
達
家
旧

図『夜討曽我』挿絵 画面左に猪に乗る新田の姿が描かれる
新日本古典文学大系『舞の本』（岩波書店）から転載

― 103 ―



蔵
。
現
在
所
在
不
明
）
の
賛
か
ら
認
め
ら
れ（

２２
）る。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
林
鵞
峰
の
手
に
な
る
江
戸
幕
府
の
編
纂
物
『
続

本
朝
通
鑑
』（
寛
文
十
年
〈
一
六
七
〇
〉
刊
）
巻
八
十
一
に
、
曾
我
兄
弟
の

敵
討
譚
が
歴
史
叙
述
の
一
環
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。『
国

史
館
日
録
』
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
正
月
二
十
八
条
に
は
、
草
稿
の
補
訂

の
記
事
と
し
て
、「
富
士
巻
狩
曾
我
兄
弟
始
末
詳
記
之
」
の
文
言
が
付
さ
れ
、

お
よ
そ
の
完
成
時
期
が
判
明
す
る
。
そ
の
冒
頭
は
、
矢
口
の
祭
の
一
節
で
始

ま
り
、
次
い
で
新
田
の
活
躍
が
語
ら
れ
る
。

幸
已
頼
朝
大
狩
二

富
士
野
一。
群
士
相
争
逐
レ

鹿
頼
家
自
射
獲
レ

之
。
頼
朝

大
悦
供
二

矢
口
餅
一

祭
山
霊
〈
本
朝
射
礼
供
二

矢
口
餅
一

者
以
レ

餅
／
為
二

黒
赤
白
三
色
一

一
盤
九
餅
一

〉。（
中
略
）

壬
申
大
豪
猪
傷
レ

矢
太
獰
。
向
二

頼
一。
列
卒
無
二

近
者
一。
頼
朝
命
二

新
田

忠
一

常
逐
レ

之
。
忠
常
射
レ

之
。
未
レ

放
矢
。
猪
逼
二

忠
常
一。
忠
常
乗
レ

猪
。

猪
猶
獰
揮
レ

牙
。
懸
二

倒
其
馬
一。
而
負
二

忠
常
一

走
。
絶
壁
崖
深
谷
無
レ

不
レ

到
焉
。
忠
常
竹
笠
毛
袴
皆
脱
而
被
レ

髪
挙
二

其
尾
一

而
馳
猪
觸
レ

樹
躑
躅

忠
常
抜
二

佩
刀
一

刺
レ

之
。
猪
将
レ

斃
其
蹄
入
レ

土
数
寸
、
忠
常
遂
獲
レ

之
。

（『
本
朝
通
鑑
』
国
書
刊
行
会
）

『
富
士
牧
狩
』
同
様
、『
吾
妻
鏡
』
に
基
づ
く
矢
口
の
祭
を
め
ぐ
る
話
題

の
後
に
、
新
田
が
猪
を
仕
留
め
る
様
子
を
組
み
込
ん
で
い
る
点
が
注
意
さ
れ

る
。『
本
朝
通
鑑
』
の
記
述
で
は
、
続
い
て
畠
山
重
忠
や
和
田
義
盛
の
助
力

や
兄
弟
と
母
親
の
別
れ
な
ど
、『
曾
我
物
語
』
の
話
題
を
豊
富
に
盛
り
込
み

な
が
ら
五
月
二
十
八
日
の
敵
討
と
顛
末
を
記
す
。直
接
の
関
係
は
と
も
か
く
、

竹
翁
の
周
辺
に
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
叙
述
と
『
曾
我
物
語
』
を
基
盤
に
し
て
、

新
た
な
曾
我
兄
弟
に
関
す
る
言
説
を
発
信
で
き
る
文
化
環
境
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、『
富
士
牧
狩
』
の
成
立
や
享
受

の
諸
相
は
、
こ
う
し
た
文
化
環
境
を
視
野
に
お
さ
め
な
が
ら
、
検
討
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
言
及
で
き
た
の
は
、
わ
ず
か
な
事
例
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
近
世

社
会
に
お
い
て
、
曾
我
兄
弟
の
物
語
は
、『
曾
我
物
語
』
を
母
体
に
し
つ
つ
、

芸
能
や
絵
画
、
歴
史
叙
述
へ
と
展
開
し
、
そ
の
枠
組
み
を
拡
大
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
物
語
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
や
享
受
の
場
に
応
じ
て
、
そ
の
都

度
、
新
た
な
《
曾
我
物
語
》
が
生
み
出
さ
れ
、
読
者
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。『
富
士
牧
狩
』
の
成
立
と
享
受
を
追
究
す
る
こ
と
は
、

巨
視
的
に
近
世
前
期
の
武
家
社
会
に
と
っ
て
の
曽
我
兄
弟
の
物
語
の
意
義
を

問
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
戒
を
込
め
て
い
え
ば
、
語
り
物
を
含
め
、

文
芸
の
絵
画
化
は
、
絵
と
言
葉
の
対
比
を
中
心
と
し
た
分
析
に
終
始
す
る
傾

向
が
あ
る
。
詞
書
の
読
解
や
挿
絵
の
分
析
を
基
調
に
し
な
が
ら
、
ど
う
豊
か

に
社
会
の
文
化
活
動
と
し
て
物
語
絵
を
理
解
で
き
る
か
が
今
後
の
物
語
絵
画

研
究
の
共
通
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
視
座
に
立
つ
と
き
、
万
治
三
年
に

勝
田
竹
翁
が
『
富
士
牧
狩
』
に
携
わ
っ
た
事
実
は
、
単
に
絵
師
と
作
品
と
い

う
枠
組
み
を
越
え
て
、
あ
ら
た
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
稿
を
あ

ら
た
め
て
『
富
士
牧
狩
』
の
文
化
的
射
程
を
追
究
し
、『
曾
我
物
語
』
か
ら

《
曾
我
物
語
》
へ
の
展
開
、
そ
の
動
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

注

（
１
）
稲
葉
二
柄
「
勝
田
陽
渓
と
曽
我
物
語
絵
巻
―
翻
刻
・
東
京
国
立
博
物

館
蔵
「
富
士
牧
狩
」」（「
大
妻
国
文
」
二
十
一
号
、一
九
九
〇
年
三
月
）。

本
稿
で
は
、
基
本
的
に
『
富
士
牧
狩
』
の
本
文
を
稲
葉
論
文
に
付
さ
れ

た
翻
刻
に
拠
り
、
適
宜
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
本
も
参
照
し
た
。
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（
２
）
勝
田
竹
翁
に
つ
い
て
は
、
門
脇
む
つ
み
「
勝
田
竹
翁
筆
「「
観
馬
図

屏
風
」
に
つ
い
て
―
徳
川
家
綱
と
の
関
わ
り
か
ら
」（
河
野
元
昭
先
生

退
官
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
美
術
史
家
、
大
い
に
笑
う

河
野
元

昭
先
生
の
た
め
の
日
本
美
術
史
論
集
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
六
年
）

を
参
照
。

（
３
）
原
本
未
見
。
内
題
「
富
士
牧
狩
」。『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
日
本
美
術
調

査
図
録

第
二
次
調
査
』（
講
談
社
二
〇
〇
三
年
）
に
全
図
が
モ
ノ
ク

ロ
図
で
所
収
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
同
書
な
ら
び
に
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
画
像
も
参
照
し
た
。

（
４
）
絵
巻
二
軸
。
外
題
「
曽
我
物
語
絵
巻

乾
（
坤
）」。
内
題
な
し
。
水

野
忠
央
の
蔵
書
を
記
し
た
『
新
宮
城
書
蔵
目
録
』（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
）
に
は
、
本
伝
本
を
示
す
「
曽
我
物
語
」
二
巻
が
確
認
で
き
る
。
同

目
録
に
は
、
説
話
絵
巻
や
お
伽
草
子
類
も
豊
富
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。
安
藤
菊
二
・
朝
倉
治
彦
「「
新
宮
城
書

蔵
目
録
」
と
「
丹
鶴
叢
書
」
と
」（「
典
籍
」
三
号
、一
九
五
二
年
七
月
）

参
照
。
本
伝
本
に
関
し
て
は
、
植
松
有
希
氏
と
共
同
調
査
を
行
い
、
そ

の
際
の
知
見
に
基
づ
く
。

（
５
）
絵
巻
三
軸
。
三
軸
と
も
表
紙
に
直
接
「
富
士
牧
狩
絵
巻
」
と
墨
書
。

上
巻
内
題
「
富
士
牧
狩
上
」。
他
は
内
題
な
し
。『
東
京
芸
術
大
学
芸
術

資
料
館
目
録

東
洋
画
模
本

Ⅳ
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
八
年
）

に
よ
る
と
、
昭
和
十
五
年
四
月
に
購
入
と
い
う
。
本
絵
巻
に
関
し
て
は
、

市
川
廣
太
氏
と
伊
藤
慎
吾
氏
と
の
共
同
調
査
の
際
の
知
見
に
基
づ
く
。

（
６
）
伊
藤
慎
吾
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
兵
庫
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
『
曾

我
物
語
絵
巻
』
も
竹
翁
筆
絵
巻
系
統
の
一
巻
で
あ
る
と
い
う
。
後
考
を

待
ち
た
い
。

（
７
）
若
杉
準
治
「『
古
画
類
聚
』
所
載
図
様
の
原
本
に
つ
い
て
」（
東
京
国

立
博
物
館
編
『
古
画
類
聚
調
査
研
究
報
告
書
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九

〇
年
）
所
収
。

（
８
）
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
続
編
巻
十
六
所
収
。

な
お
、
静
山
所
持
の
竹
翁
筆
「
文
會
之
図
」
は
、
松
浦
家
の
蔵
書
目
録

『
新
増
書
目

内
篇
』
巻
七
（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）
に
記
載
が
あ

り
、『
甲
子
夜
話
』
の
記
述
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
資
料
に

関
し
て
は
、
鈴
木
彰
氏
と
の
共
同
調
査
の
成
果
に
拠
る
。

（
９
）
注
２
前
掲
稲
葉
論
文
参
照
。

（
１０
）
八
代
国
治
『
吾
妻
鏡
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
三
年
）、
阿

部
隆
一
「
解
題
―
吾
妻
鏡
刊
本
考
―
」（『
振
り
仮
名
つ
き
吾
妻
鏡
』
汲

古
書
院
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
１１
）
王
権
や
権
力
と
狩
猟
行
為
の
関
連
は
、中
澤
克
昭
「
狩
る
王
の
系
譜
」

（
人
と
動
物
の
日
本
史
２
『
歴
史
の
な
か
の
動
物
た
ち
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
１２
）
『
小
笠
原
光
清
矢
口
開
之
事
』（『
増
補
訂
正

編
年
大
友
史
料
併

大
分
県
古
文
書
全
集
』
一
九
六
九
年
）
所
収
は
、
永
正
五
年
の
奥
書
を

も
つ
。
千
葉
徳
爾
『
狩
猟
伝
承
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
）

も
参
照
。

（
１３
）
福
田
晃
「
曽
我
御
霊
発
生
の
基
層
―
狩
の
聖
地
の
精
神
風
土
」（『
曽

我
物
語
の
成
立
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
１４
）
注
２
前
掲
稲
葉
論
文
参
照
。

（
１５
）
新
田
の
猪
退
治
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
徳
田
和
夫
「
室
町
期
の
民
俗

社
会
と
曽
我
物
語
」（『
曽
我
物
語
の
作
品
宇
宙
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三

年
）
を
参
照
。

― 105 ―



（
１６
）
舞
曲
で
「
巻
狩
」
と
名
付
け
ら
れ
た
伝
本
と
し
て
は
、
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
蔵
『
富
士
の
巻
狩
』
が
あ
る
。こ
の
絵
入
写
本
は
、舞
曲
『
夜

討
曾
我
』
の
巻
狩
の
場
面
を
独
立
さ
せ
た
と
お
ぼ
し
い
。
こ
の
本
の
挿

絵
に
も
猪
に
ま
た
が
る
新
田
の
姿
が
み
ら
れ
る
。『
近
世
絵
巻
の
興
起

―
〈
物
語
り
〉
絵
の
諸
相
』（
三
の
丸
尚
蔵
館
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
１７
）
拙
稿
「
和
田
酒
盛
譚
考
―
『
曾
我
物
語
』・
舞
の
本
・
古
浄
瑠
璃
正

本
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
三
十
九
号
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
で
は
、
舞
曲
の
挿
絵
が
『
曾
我
物
語
』
に
影
響
を

与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
事
例
の
追
究
を
重
ね
た
い
。

（
１８
）
『
曾
我
物
語
評
判
』
に
つ
い
て
は
、
浜
田
啓
介
「
近
世
に
於
け
る
曾

我
物
語
の
軍
談
に
つ
い
て
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私

見
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

村
田
明
彦
「
馬
場
信
意
の
通
俗
軍
書
―
も
う
一
つ
の
『
曽
我
物
語
』

を
め
ぐ
っ
て
」（「
近
世
文
芸
」
六
十
二
号
、
一
九
九
五
年
）
に
は
、
同

書
以
降
の
曾
我
兄
弟
の
敵
討
譚
が
必
ず
し
も
『
吾
妻
鏡
』
に
遡
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
説
か
れ
る
。
今
後
検
討
を
重
ね
た
い
。

（
１９
）
近
藤
喜
博
「
勝
田
竹
翁
筆

河
越
三
芳
天
神
縁
起
」（「
国
華
」
六
八

九
号
、
一
九
四
九
年
）。

（
２０
）
注
２
前
掲
、
門
脇
論
文
参
照
。

（
２１
）
勝
田
竹
翁
の
事
績
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。『
国
史
館
日
録
』
で

の
記
事
を
掲
出
し
て
お
く
。
寛
文
五
年
十
一
月
朔
日
条
、
同
十
三
日
条
、

同
二
十
九
日
条
、
同
年
十
二
月
二
日
条
、
同
五
日
条
、
寛
文
六
年
二
月

晦
日
条
、
寛
文
九
年
九
月
二
十
九
日
条
。
今
後
も
捜
索
に
つ
と
め
た
い
。

（
２２
）
本
作
に
つ
い
て
は
、
市
川
廣
太
氏
の
教
示
を
得
た
。
松
島
仁
「
徳
川

将
軍
権
力
の
権
威
化
と
〈
歴
史
画
〉
の
誕
生
―
い
わ
ゆ
る
《
楠
公
図
》

を
中
心
に
」（『
徳
川
将
軍
権
力
と
狩
野
派
絵
画
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇

一
一
年
）
参
照
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
「
語
り
物
の
絵
画
化
と
享
受

環
境
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
〈
曾
我
物
語
〉
を
題
材
と
す
る
絵
入
本
・
絵

巻
・
屏
風
の
考
察
を
中
心
に
し
て
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
松
浦
史
料
博

物
館
、
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
資
料
調
査
・
閲
覧

に
際
し
て
種
々
ご
配
慮
頂
い
た
。
担
当
学
芸
員
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。

（
み
や
こ
し
な
お
と

本
学
兼
任
講
師
）
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